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第 1 編 工事等の概要

第 1 章 工事概要

1. 全体工事概要

東環状大橋（仮称）建設工事

・ 橋長Ｌ＝1,291ｍ

・ 幅員Ｗ＝26.3～32.3ｍ（４車線、両側歩道）

・ 河川内橋脚１３基（P2～P14）、陸上橋脚１基（P1）、陸上橋台１基（A2）

・ 干潟部（P1～P5）橋梁形式：

４径間連続ケ－ブルイグレット鈑桁橋（575ｍ）

・ 一般部（P5～A2）橋梁形式：

５径間連続ラ－メン鈑桁橋×２（716ｍ）

工事実施場所

2. 工事進捗状況

工事 8 年次における進捗状況は、図 1-1「平成 22年度 発注及び工事進捗状況」に示

したとおりである。

3. 平成 22 年度工事の作業内容

平成 22 年度工事の作業内容は、表 1-1「平成 22 年度 工事作業工程表」に示したと

おりである。

工事期間は、非出水期の 11／1～5／31 に限定されており、その中でも 4 月と 5 月は

シギ・チドリの渡りの最盛期なので、騒音の大きい鋼管矢板打設は禁止している。
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川内側 住吉側

A２ P14 P13 P７P８P９P10P11P12 P６ P５ P２ P１

(都)徳島東環状線・東環状大橋(仮称)
徳島市住吉６丁目～川内町鶴島

上部工(P1～P5)ｹｰﾌﾞﾙ・ｲｸﾞﾚｯﾄ H19～H23年度

P４ P３

上部工(P5～P10)歩道部 H20～H22年度

上部工(P5～P10)歩道部 H20～H22年度

上部工(P10～A2) H18～H20年度

上部工(P10～A2)歩道部 H21～H22年度

浚渫工 H21年度

上部工(P10～A2)歩道部 H21～H22年度

図１－１ 平成２２年度 発注及び工事進捗状況

平成２３年３月時点

上部工(P5～P10) H18～H20年度

上部工(P1～P5)ｹｰﾌﾞﾙ・ｲｸﾞﾚｯﾄ H19～H23年度

凡 例

H16年度完成

H17年度完成

H18年度完成

H19年度完成

H20年度完成

H21年度完成

H22年度完成

H23年度継続



1-1-3

表 1-1 平成 22 年度 工事作業工程表

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

鋼床版現場塗装工
鋼床版とサンドイッチ床版，鋼床版同士の溶接・
ボルト接合部を現場塗装

濁水発生無し

付属物工・橋面工
鋼製排水溝・歩車道境界防護柵・高欄照明等付属
物工と歩道部舗装工・表層塗布実施

濁水発生無し

歩道部鋼床版架設工
既設サンドイッチ床版上よりラフタークレーンに
て張出し鋼床版を架設

濁水発生無し

鋼床版現場継手工
鋼床版とサンドイッチ床版，鋼床版同士のデッキ
PLを溶接，ブラケットを高力ボルト接合

濁水発生無し

鋼床版現場塗装工
鋼床版とサンドイッチ床版，鋼床版同士の溶接・
ボルト接合部を塗装

濁水発生無し

付属物工・橋面工
鋼製排水溝・歩車道境界防護柵・高欄照明等付属
物工と歩道部舗装工・表層塗布実施

濁水発生無し

J5～J11主桁等 架設工，
現場継手工・塗装工

河川内ベントによるトラベラークレーン架設後，
順次現場溶接・ボルト接合，現場塗装

濁水発生無し

J11～J13主桁架設工（P1
～P2間主桁閉合）

起重機船にて主桁ブロックを架設閉合後，溶接・
高力ボルト接合

濁水発生無し

サンドイッチ床版架設工
側径間主桁上にサンドイッチ床版を敷設，上鋼鈑
現場溶接工実施（開口部は覆工設備設置）

濁水発生無し

B4～B7ベント解体
B4～B7ベント設備解体，B5～B7ベントH鋼杭をバイ
ブロハンマーにて引抜き

汚濁防止膜を設置
し濁水の拡散無し

堤防法面復旧・護岸工
B4ベント基礎撤去後法面復旧，条件護岸（コンク
リート護岸）施工

濁水発生無し

剛結部桁ブロック等 架
設工，現場継手工

剛結部主桁・横桁・主塔基部を起重機船にて架設
後，溶接・ボルト接合，現場塗装

濁水発生無し

剛結部主桁内鉄筋・型
枠・コンクリート工

P2橋脚剛結部コンクリート（2ロット）を陸上から
配管架台を用いて打設，施工後架台を撤去

濁水発生無し

P2主塔架設工・溶接工，
主塔内ｺﾝｸﾘｰﾄ工

P2主塔ﾌﾞﾛｯｸの建込み後順次溶接工，第3架設ｹｰﾌﾞﾙ
緊張前に主塔内充填ｺﾝｸﾘｰﾄを打設

濁水発生無し

中央径間部張出し架設
工，現場継手工

ﾄﾗﾍﾞﾗｰｸﾚｰﾝにて架設ｹｰﾌﾞﾙ（BS・第1～4）を用いた
張出し工法により主桁を架設延伸

濁水発生無し

剛結部主桁内鉄筋・型
枠・コンクリート工

P3橋脚剛結部コンクリート（2ロット）をCP船にて
河川上より打設

濁水発生無し

トラベラークレーン組立
て・中央径間張出し架設

P3橋脚上付近にトラベラークレーンを組立・設置
後，中央径間側に主桁を張出し架設開始

濁水発生無し

P3主塔架設工・溶接工，
主塔内ｺﾝｸﾘｰﾄ工

P3主塔ﾌﾞﾛｯｸの建込み後順次溶接工，第3架設ｹｰﾌﾞﾙ
緊張前に主塔内充填ｺﾝｸﾘｰﾄを打設

濁水発生無し

中央径間部張出し架設
工，現場継手工

ﾄﾗﾍﾞﾗｰｸﾚｰﾝにて架設ｹｰﾌﾞﾙ（BS・第1～4）を用いた
張出し工法により主桁を架設延伸

濁水発生無し

J40～J42主桁架設工，P4
橋脚鉄骨ベント架設工

起重機船にてP3期部付近張出し主桁ブロックと，
台船架設の受台となるP4鉄骨ベントを架設

濁水発生無し

台船一括架設（J42～
J47，J47～P5の2回）

潮位差と降下設備を利用した大ブロック（L=95m，
55m）台船一括架設を実施

濁水発生無し

サンドイッチ床版架設工
側径間主桁上にサンドイッチ床版を敷設，上鋼鈑
現場溶接工実施（開口部は覆工設備設置）

濁水発生無し

作業場所 工 種 工 事 内 容 濁水処理
平成22年 平成23年

P3～P5間
（河川上）

一
般
部

干
潟
部

P1～P2間
（堤防部含む）

P5～P10
（河川上）

P2～中央径間
（河川上）

P3～中央径間
（河川上）

P10～A2
（河川上）

4. 平成 22 年度の現場状況

平成 22 年度の現場状況は写真 1～写真 11 のとおりである。

工事進捗状況写真 (撮影:平成23年8月4日)

河口干潟

東環状大橋(仮称)L=1,291m

５径間連続ﾗｰﾒﾝ鈑桁２連 L=716m
一般部上部工(P5～A2)H20～H22年度

４径間連続ｹｰﾌﾞﾙｲｸﾞﾚｯﾄ L=575m
干潟部上部工(P1～P5)H19～H23年度

住吉干潟

P14 P10 P9 P8 P7 P6 P5
P13 P12 P11

P4 P3 P2 P1

A2

吉野川

川内ランプ

末広・住吉高架橋(仮称)

写真 1 工事区域全景 上空より（平成 23年 8 月）
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写真 2 （一般部 P5～P10）歩車道境界防護柵・照明内蔵高欄の設置

写真 3 （一般部 P10～A2）鋼床版ブロック ラフタークレーン架設
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写真 4 （一般部 P10～A2）歩道舗装 表層塗装工

写真 5 （干潟部 P1～P2 間）J9～J11 トラベラークレーンベント架設
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写真 6 （干潟部 P1～P2 間）J11～J13 主桁ブロック FC 架設（側径間閉合）

写真 7 （干潟部 P1～P2 間）側径間 サンドイッチ床版敷設
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写真 8 （干潟部 P1～P2 間）バイブロハンマによる B5 ベント杭の引抜き

写真 9 （干潟部 P2剛結部）剛結部主桁ブロックを FC にて架設
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写真 10 （干潟部 P2 剛結部）堤防からの配管にて剛結部コンクリート打設

写真 11 （干潟部 P2 主塔）主塔ブロック建込み（トラベラークレーン架設）
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写真 12 （干潟部 P2～P3 間）中央径間帳出し架設（バック・第 1 架設ケーブル支持）

写真 13 （干潟部 P2～P3 間）中央径間張出し架設（第 2 架設ケーブル支持状態）
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写真 14 （干潟部 P2～P3 間）中央径間張出し架設（第 3 架設ケーブル支持状態）

写真 15 （干潟部 P2～P3 間）中央径間張出し架設（第 4 架設ケーブル緊張後）
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写真 16 （干潟部 P3 剛結部）J40～J42 ブロックを FC 架設（P3終点側）

写真 17 （干潟部 P3～P5 間）大ブロック（L＝95m）台船一括架設


